
 

  

 

1 月 6 日の賀詞交礼会には多くの方々にご参加いただいた。改めて御礼を

申し上げたい。多方面から多くのご参加があるが、これは我々が多くの方に

支えられている証である。若い人の中には、自分を中心に世の中は回ってい

ると思っている人もいる。それは若者の特権であり、それ自体を否定しない

が、多くの方に支えられている事実は忘れないでほしい。 

 賀礼会当日に山陰地方で地震があった。この稿を記している時点で亡くな

った方はいないものの、被害が出ており、賀礼会に来られる方の新幹線が遅

れたという話も聞いた。心が痛む話である。 

 ところで、今号で特集された恒例の十大トピックスではランク外になった

が、12 月に米国の牧草の老舗が米国連邦破産法第 11 条を申請したというニ

ュースが流れた。牧草業者の経営が厳しくなっていたのは知ってはいたが、

老舗の業者が法的再生を目指す申請をしたことに、私自身も驚いた 1 人であ

る。速くなった世の中の変化に対応していくことの難しさを痛感した。 

 変化への対応に適しているのは若者である。若者の力を最大限に発揮する

ためには、若者の多少の失敗は世の中がカバーする寛容さを持ち、若者は過

去を謙虚に学びつつ、必要以上に過去にこだわらないことを両立させること

が必要である。これは今更言うまでもないことではあるが、その重要さに早

くから気づいていた先人の偉大さを改めて感じる。 

 ただ 1 つ気になることがある。ハイテク機器、AI などを活用して、若者

の変化への対応力は増加していると思う。一方、近道を行くことを優先しす

ぎて、次なる変化に対応するために過去の経験を活かす力が落ちている気が

する。若いうちは多少の遠回りも悪くない。 

 今号から、各執筆者によりワードで寄稿された原稿がそのまま表示されて

いる。図や写真の挿入、その説明文など、今までは専門家の手に委ねていた

が、全て自分たちでやるようになった。お世辞にも若者とは言えない JFTA

事務局のスタッフは、若返ったつもりでフォローしている。慣れるまで見苦

しい点があるかもしれないが、お許しいただければ幸いである。 
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